
問　　題

テレビ視聴が子どもの攻撃性，向社会性，性役

割観など，パーソナリティの各側面に与える影響

は，テレビが家庭に導入されてから今日にいたる

まで，社会的に大きな関心が払われてきたトピッ

クである。その中でも，知的側面（知能，創造

性，学力）については，テレビ視聴による悪影響

が強く懸念されてきた 2)。

これまで，多くの社会調査や研究によって，知

能やその下位能力，総合的な学業成績や読解力，

数的能力といった学力，創造性と，テレビ視聴量

との相関関係や因果関係が検討されてきた（近江,

2003; Comstock & Scharrer, 1999）。研究知見が膨

大となってきたために，テレビ視聴量と知的側面

間の関連についての知見は，メタ分析によって整

理されている。テレビ視聴と知的側面との関連を

本格的に検討した最初のメタ分析は，Willams,

Haertel, Haertel, & Walberg (1982) によるものであ

る。Williams et al.は，23の研究論文（効果数

274）を対象にメタ分析を行い，テレビ視聴時間

と知的側面との相関関係を示す効果サイズを，研

究が行われた地域，サンプル数，知的側面の種類

など，研究の特徴ごとに統合した。そして，テレ

ビ視聴時間と知的側面との間の相関関係は，平均

視聴時間やサンプルの性別によって大きさが異な

1) 本研究は，平成 15年度から平成 17年度にかけて，

文部科学省科学研究費（課題番号： 15・ 6777）の

補助を受けて行われた。

2) パーソナリティの重要な知的側面として，しばしば

取り上げられるのが，知能と創造性である（二宮・

子安，2006; 青柳，2003）。また，就学児以上の子ど

もについては，知的側面の個人差を論じる際に，こ

の 2つに加えて学力も含まれることが多い（e.g., 西

山・山内，1990; 大川，2004）。したがって，本論文

では，これら 3つの概念を包括し，「パーソナリティ

の知的側面」とする。
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本研究では，テレビ視聴量とパーソナリティの知的側面との間に見られる相関関係が，視聴番組の内容に

よってどのように異なるか検討するために，調査研究を対象としたメタ分析を行った。11の研究を対象と

し，各研究から抽出した相関係数を，相関係数と偏相関係数に分類した。そしてそれぞれについて，番組

ジャンルごとに効果サイズを統合した。その結果，ニュース・ドキュメンタリー，教育番組の各視聴量と知

的側面との間には有意な正の相関が確認された一方で，アニメ，ドラマ，スポーツ，暴力的番組の各視聴量

と知的側面との間には負の相関が検出された。したがって，テレビ視聴量と知的側面との関連を議論する際

には，視聴する番組の内容に注意すべきであることが，改めて示唆された。
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ることなどを示した。また，Razel (2001) は，the

National Assessment of Educational Progress

(NAEP)，High School and Beyond (HSB) など 5つ

の社会調査データを対象にメタ分析を行い，子ど

もの年齢によってテレビ視聴量と知的側面との相

関関係の強さが変化するという可能性を示唆した。

このように，テレビ視聴量と知的側面との相関関

係はメタ分析によって統合され，総合的に見ると

両者の間には有意な負の相関があることが示され

てきた。

これまでのメタ分析では，すべての番組を含め

た全体的な視聴時間と，知的側面との相関関係が

統合されてきた。しかし，テレビ視聴量が知的側

面や知的側面に与える影響は，視聴する番組の内

容によって異なるとも考えられている（近江，

2003）。例えば，教育番組の視聴については，こ

れまでに多くの実験研究によって，子どもの知的

側面を高める効果が示されており (Fisch, 2002)，

両者間のポジティブな関連を示す調査研究もある

(Wright et al., 2001; Vandewater & Bickham, 2004)。

また，暴力的な番組の視聴量は，男子 (Huesmann

& Eron, 1986) や男女の知的側面 (Zuckerman,

Singer, & Singer, 1980) と負の相関があることが示

されている。したがって，テレビ視聴量と知的側

面とのより本質的な関連を議論するためには，テ

レビ視聴量と知的側面との関連を，番組ジャンル

別に統合し，比較する必要がある。

番組ジャンル別のテレビ視聴量と知的側面との

相関関係については，研究によって有意である場

合とそうでない場合があり，研究知見が一貫して

いるとは言いがたい。これは，番組ジャンル別の

視聴時間のようにデータ分布の幅が狭い変数は

Range Restriction（データ幅の制約）の影響を受

けやすく (Hays, 1988) ，それゆえ個々の研究や

個々の番組ジャンルにおいては，知的側面との有

意な相関関係が検出されにくいためであると考え

られる。しかし，メタ分析によって複数の研究結

果を統合することで，それぞれの研究では見出せ

なかった有意な相関関係を検出できる可能性があ

る。

そこで本研究では，テレビ視聴量と知的側面と

の相関関係について，テレビ番組のジャンルごと

に効果を統合し，番組ジャンル間の比較を試みる。

その際，相関係数を，相関係数 (zero-order corre-

lation) と偏相関係数 (partial correlation) に分けて

統合する。これは，相関関係を示す効果サイズと，

他の変数が統制された相関関係を示す効果サイズ

は本来異質なものであるため，Williams et al.

(1982) のように両者をまとめて分析すると，研究

間の等質性が低下する恐れがあるからである。偏

相関係数については，研究間で統制する変数が異

なっているという問題がある。しかし，各研究に

おいては，それぞれの文脈においてテレビ視聴量

と知的側面との擬似相関関係を生み出しうる第三

変数が統制されており，これらの偏相関係数を統

合することで，第三変数に影響されない両者の純

粋な相関関係を，ある程度推定できると考えられ

る。

方　　法

文献収集

オンラインデータベース「EBSCO host (Acade-

mic Search Elite)」「ERIC」「PsycINFO」「Science

Direct」「SCOPUS」を用いて，2007年 10月まで

に英語，あるいは日本語で発表された文献の検索

を行ない，キーワードが該当した論文を収集した。

検索開始年は，各データベースで検索ができる最

も古い年であり，ERICが 1966年以前，PsycINFO

が 1969年，Science Directが 1928年であった。

EBSCO hostは検索開始可能年が明記されていな

かった。検索キーワードは，「television viewing」

と，「 intell igence」「creativity」「academic

achievement」「 school performance」「 school

readiness」「reading」「math」のいずれか 1つの

キーワードを組み合わせてフリーワードとして検

索した。これらのキーワードによって，計 550の
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論文がヒットした。なお，この数はデータベース

間で重複している文献を除いた後のもので，学位

論文や ERICドキュメント等の未公刊論文は含ま

れていない。これらの論文のうち，要約に基づき，

テレビ視聴量と知的側面との関連を検討している

と思われた研究論文を収集した。また，テレビ視

聴と子どもの知的側面との関連をレビューした論

文や書籍などで引用されている研究論文を収集し

た。

次に，これらの論文の中から，番組ジャンル別

のテレビの視聴量と知的側面との相関関係が検討

されており，メタ分析に必要な統計値が報告され

ている論文を抽出した。なお，今回のメタ分析で

は，日常生活におけるテレビ視聴が視聴者の知的

側面に与える影響について効果を統合することを

目的としているため，「セサミ・ストリート」など

の特定の番組が視聴者の知的側面に与える影響を

検討する実験研究は，分析対象から除外した。ま

た，同一のデータに対する再分析が行なわれてい

る場合は，より分析方法が洗練されていると考え

られるため，オリジナルの論文ではなく，再分析

の結果を記した論文を分析対象とした。

以上の手続きにより抽出された，11の研究，

220の統計値を，本研究における分析対象とした。

コード化

番組のジャンル ジャンルごとの番組視聴量と

知的側面との関連を示す各統計値を，①合計視聴

量，②ニュース・ドキュメンタリー，③教育番組，

④アニメ，⑤ドラマ，⑥スポーツ，⑦クイズ・

ゲーム，⑧音楽，⑨コメディ，⑩映画，⑪冒険・

アクション・暴力のいずれか 1つに分類した。な

お，他ジャンルと比較して幅広い内容が含まれる

と考えられる，「大人向け番組」「その他」といっ

たジャンルは，本研究では分析コードに含まな

かった。

分析方法

各研究において，メタ分析に用いられる統計値

は，以下の基準にしたがって抽出された。①その

研究に参加した全サンプルのデータを用いて算出

された統計値がある場合，その統計値を採用した。

②その研究で測定された各知的側面の合計値とな

るものや，総合的な能力を指すと思われる指標

（GPAや，各教科の成績の平均など）を用いて算

出された統計値がある場合，その統計値を採用し

た。③偏相関係数の場合は，最も多くの変数が統

制されている統計値を採用した。なお，本研究の

分析対象となった研究では，性別，年齢，IQ，家

族構成，両親の学歴，家庭における教育的資源な

どが，第三変数として統制されていた。④パネル

研究等でテレビ視聴量と知的側面が複数回測定さ

れている場合は，相関係数として 1時点目におけ

る両者の相関関係を示す統計値を，偏相関係数と

して 1時点目のテレビ視聴量と 2時点目の知的側

面との関連を示す統計値を採用した。

本研究では，先行研究である Williams et al.

(1982) と同様に，メタ分析の効果サイズ推定値と

して，r値を用いた。まず，Mullen（1989 小野寺

訳 2000）に基づき，各研究で示された推測統計

量を，Table 1に示す式を用いて r値に変換した。

また，標準化回帰係数 (standardized b) や標準化

パス係数は，r値と同等とみなし，そのまま偏相

関係数として分析に用いた。標準化されていない

回帰係数のみが記載されている場合は，有意確率

と自由度を相関係数のパーセント点一覧（山内，

1972）に照らし合わせて r値を推定し，偏相関係

数として分析に用いた。

次に，得られた各 r値を ZFISHIER値に変換した。

変換には以下の数式 (1) を用いた。ZFISHIER値に変

換した各研究の統計値を Table 2に示す。なお，統

計的に有意ではなかったため論文において記述が
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Table 1 推測統計量から r値への変換

tの場合： r�{t2/(t2�df)}1/2

F(1,df)の場合： r�{F/(F�df)}1/2

c 2(1) の場合： r�(c 2/N)1/2

Zの場合： r�(Z2/N)1/2

（Mullen, 1989 小野寺訳 2000）
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Table 2 分析に使用した文献，研究対象者と統計値

文献

相関係数から算出 偏相関係数から算出

研究対象 a) 効果数 N
統計値

効果数 N
統計値

(ZFISHER)b) (ZFISHER)b)

Anderson (1982) 小学生

合計視聴量 45 473 �0.05

アニメ 10 473 0.00

コメディ 10 473 �0.07

冒険・アクション・暴力 10 473 �0.12

Anderson et al. (2001) 高校生

合計視聴量 3 570 �0.07

ニュース・ドキュメンタリー 3 570 0.05

冒険・アクション・暴力 3 570 0.00

Ennemoser & Schneider (2007) 未就学児�
合計視聴量 小学生 6 332 �0.20

教育番組 6 332 0.09

Huesmann & Eron (1986) 小学生

合計視聴量 2 594 �0.22

冒険・アクション・暴力 2 594 �0.18

Neuman (1980) 未就学児

合計視聴量 1 142 �0.06

ニュース・ドキュメンタリー 1 142 �0.25

教育番組 1 142 0.08

アニメ 1 142 0.09

スポーツ 1 142 �0.02

クイズ・ゲーム 1 142 �0.11

コメディ 1 142 �0.07

冒険・アクション・暴力 1 142 �0.13

Potter (1987) 中学生�
合計視聴量 高校生 4 543 �0.04 3 543 0.04

ニュース・ドキュメンタリー 4 543 0.01 3 543 0.08

アニメ 4 543 �0.06 3 543 �0.07

ドラマ 8 543 �0.16 6 543 �0.08

スポーツ 4 543 �0.12 3 543 �0.08

音楽 4 543 0.00 3 543 �0.04

コメディ 4 543 0.02 3 543 �0.02

映画 4 543 �0.04 3 543 �0.05

冒険・アクション・暴力 4 543 0.02 3 543 0.02

Ridley-Johnsonn, Cooper, & Chance (1982) 小学生�
合計視聴量 中学生 3 276 �0.09

アニメ 3 276 0.00

スポーツ 3 276 0.00

クイズ・ゲーム 3 276 0.00

コメディ 3 276 �0.08

冒険・アクション・暴力 3 276 �0.15

Singer, Singer, & Rapaczynski (1984) 未就学児

合計視聴量 3 63 �0.04

冒険・アクション・暴力 2 63 0.00

Vandewater & Bickham (2004) 未就学児

合計視聴量 1 310 �0.10

教育番組 1 310 0.19 3 310 0.21



省略された統計値に関しては，効果サイズを 0と

みなした。

ZFISHER�.5 (log[(1�r)/(1�r)]) (1)

さらに，Shadish & Haddock (1994) に基づき，

数式 (2) を用いて各研究の ZFISHIER値を統合した。

なお，数式 (2) の niは研究 iのサンプル数を，

ZFISHER iは研究 iの効果サイズを示す ZFISHERである。

また，サンプルの年齢や性別，知的側面の下位能

力ごとの統計値しか記載されていない研究につい

ては，数式 (2) を用いて統計値を統合し，各カテ

ゴリーにおいて効果サイズを統合する際，1つの

研究から 1つの統計値が抽出されるようにした。

(2)

最後に，(2) で求められた値を，数式 (3) を用

いて Zに変換した。 は，統合された効果サイ

ズの標準誤差である。

(3)

このように求められた，各研究の効果サイズを

統合した値である Zは，標準正規分布に従うと考

えられる (Shadish & Haddock, 1994)。したがって，

カテゴリーごとに統合された Zを標準正規分布に

照らし合わせ，Zの有意確率を求めた。

また，Cooper (1989) に基づき，番組ジャンル

内の研究の等質性を検定した。ジャンル内の研究

の等質性が高い場合は，効果サイズが研究条件の

差異によって左右されにくく，統合結果の一般性

が高いと推測される。一方，等質性が低い場合は，

他の研究条件によって，得られる効果サイズが変

化する可能性が高いと考えられる。

結　　果

相関係数から算出された効果サイズの統合

カテゴリーごとに統合された効果サイズを Table

3に示す。なお，Table 3に示されている Z値は，r

値と同様に，数値の大きさは効果の大きさを，符

号は効果の方向を示している。番組のジャンルご

とに効果サイズを統合したところ，教育番組の視

聴量と知的側面との間には，有意な正の相関が見

られた。その一方で，合計視聴量，ドラマ，ス

ポーツ，冒険・アクション・暴力の各視聴時間は，

それぞれ知的側面との間に有意な負の相関があっ

た。

偏相関係数から算出された効果サイズの統合

効果サイズの統合結果を Table 3に示す。番組

のジャンル別に効果サイズを統合した結果，

ニュース・ドキュメンタリー，教育番組の各視聴

量と知的側面との間に，それぞれ有意な正の相関

があった。一方，アニメ，ドラマ，スポーツの各

Z z v� / .

v.

z n Z ni FISHER i i� � �( ) / ( )3 3∑∑
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Table 2 つづき

文献

相関係数から算出 偏相関係数から算出

研究対象 a) 効果数 N
統計値

効果数 N
統計値

(ZFISHER)b) (ZFISHER)b)

Wright et al. (2001) 未就学児

合計視聴量 21 182 �0.11 21 182 0.00

教育番組 7 182 0.11 7 182 0.15

アニメ 7 182 �0.14 7 182 �0.05

Zuckerman, Singer, & Singer (1980) 小学生

冒険・アクション・暴力 2 232 �0.12

a) 研究対象者の学年はすべて，テレビ視聴量に関する変数が最初に測定された時点のものである。また，すべて日本の学校制度に

合わせて表記した。

b) 各統計値は，すべて ZFISHER値に変換後の値である。なお，各 ZFISHER値には，相関の方向を表す符号を付記している。



視聴量と知的側面との間には，それぞれ負の相関

の有意傾向が見られた。

研究の等質性

Copper (1989) に基づき，番組ジャンルごとに

研究の等質性を検定した (Table 3)。その結果，相

関係数から算出された効果サイズを統合した場合，

ニュース・ドキュメンタリー，冒険・アクショ

ン・暴力において研究間の効果の有意差が検出さ

れた。また，偏相関係数から算出された効果サイ

ズを統合した場合は，アニメ，冒険・アクショ

ン・暴力において，研究間の効果の有意差が見ら

れた。

考　　察

研究の等質性

本研究では，多くの番組のジャンルにおいて，

等質性が確認された。したがって，本研究で示さ

れたジャンル別視聴時間と知的側面との相関関係

は，研究間の差異を通じて共通している傾向が高

く，統合結果は信頼できると考えてよいだろう。

ただ，相関係数から算出された効果サイズを統合

した場合，ニュース・ドキュメンタリー，冒険・

アクション・暴力の各ジャンルにおいて，また，

偏相関係数から算出された効果サイズを統合した

場合，アニメ，冒険・アクション・暴力ジャンル

において，それぞれ研究間の効果の有意差が検出

された。いずれにおいても，冒険・アクション・

暴力ジャンルの等質性が低かった理由としては，

このジャンルが広義で，扱われている番組の共通

性が他ジャンルより低かった可能性が考えられる。

いずれにせよ，これらのジャンル別視聴量と知的

側面との相関関係は，他のジャンルと比較して，

研究によって変動する余地が大きい可能性があり，

個々の研究結果を一般化するにあたって注意が必

要である。

相関係数と偏相関係数

偏相関係数から算出された効果サイズは，相関

係数から算出されたものよりもやや小さい傾向が

あった。両者の効果サイズの差は，第三変数の統

制によって生じたと考えられる。

なお，偏相関係数については，統制されている

第三変数が研究間で異なるため，効果の等質性が

低くなる可能性がある。しかし，等質性を検討し

た結果，相関係数から算出された場合と比較し，

偏相関係数から算出された場合の研究の等質性は

著しく低くはなかった。したがって，本研究の分

析対象研究においては，偏相関係数から算出され

た効果の方向や大きさにある程度共通性があった
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Table 3 番組ジャンルごとに統合された効果サイズ

相関係数から算出 偏相関係数から算出

研究数 効果数 N Z 等質性 研究数 効果数 N Z 等質性

番組ジャンル

合計視聴量 8 77 2852 �6.10∗∗ 11.87 3 27 1295 �0.50 3.39

ニュース・ドキュメンタリー 2 5 685 �1.13 7.47∗∗ 2 6 1113 2.15∗∗ 0.25

教育番組 4 15 966 3.84∗∗ 1.42 2 10 492 4.14∗∗ 0.41

アニメ 5 25 1616 �1.12 5.32 2 10 725 �1.74† 0.05∗

ドラマ 1 8 543 �3.72∗∗ — 1 6 543 �1.86† —

スポーツ 3 8 961 �2.19∗∗ 3.03 1 3 543 �1.86† —

クイズ・ゲーム 2 4 418 �0.75 1.11 1 1 232 0.00 —

音楽 1 4 543 0.00 — 1 3 543 �0.93 —

コメディ 4 18 1434 �1.42 2.92 1 3 543 �0.46 —

映画 1 4 543 �0.93 — 1 3 543 �1.16 —

冒険・アクション・暴力 5 20 2028 �4.70∗∗ 12.51∗ 4 14 1408 �1.11 11.46∗∗

† p�.10, ∗ p�.05, ∗∗ p�.01.



と推測される。

すべての番組を含めた合計視聴量と知的側面と

の相関関係については，相関係数から算出された

効果サイズを統合した場合に，有意な負の相関関

係が検出された。これは，Williams et al. (1982)，

Razel (2001) などの先行研究と同様の結果である。

しかし，偏相関係数から算出された効果サイズを

統合した場合，両者の相関は弱くなり，有意水準

には到達しなかった。このことから，合計視聴量

と知的側面との相関関係は，第三変数によって影

響を受けているという可能性が示された。

番組ジャンル別の統合結果

番組ジャンル別に効果サイズを統合したところ，

相関係数から算出された効果サイズを統合した場

合には，ドラマジャンル，スポーツジャンル，冒

険・アクション・暴力ジャンルの各視聴量が，そ

れぞれ知的側面と有意な負の相関を示した。また，

ドラマジャンル，スポーツジャンル，そしてアニ

メジャンルの各視聴量と知的側面との負の相関は，

偏相関係数から算出された場合に，有意傾向を示

した。冒険・アクション・暴力ジャンルの視聴量

と知的側面との負の相関については，偏相関係数

から算出された場合には有意ではなかったことか

ら，第三変数による影響を受けており，擬似相関

である可能性があることが示された。一方，アニ

メジャンル，ドラマジャンル，スポーツジャンル

の各視聴量と知的側面との負の相関関係は，第三

変数による影響を受けにくく，他のジャンルより

も，知的側面にネガティブな影響を与える可能性

を含んでいると考えられる。ただし，偏相関係数

から算出された効果サイズの統合結果については，

分析に用いられた効果の数が少なく，特にドラマ

ジャンルとスポーツジャンルにおいては 1つの研

究から抽出された効果が統合されたため，一般化

するには限界がある。今後，さらに相関研究，パ

ネル研究を実施し，知見を確認していく必要があ

る。

教育番組の視聴量は，それぞれ第三変数を統制

しても，知的側面と有意な正の相関関係があった。

教育番組の効果を検討する実験研究では，効果を

検討したい番組の教育目標に合致する知的側面が

測定されることが多い (e.g., Ball & Bogatz, 1970;

Hall, Esty, & Fisch, 1990)。しかし，本研究の分析

対象である調査研究では，多様な知的側面が測定

されるうえに，特定の教育番組の視聴時間が測定

されるわけではないので，有意な相関が検出され

にくくなると推測される。それにもかかわらず，

また，偏相関係数から算出された効果サイズを統

合した場合においても，教育番組の視聴量と知的

側面との正の相関が見られたことから，日常生活

における教育番組の視聴時間はさまざまな知的側

面の高さと相関しており，その相関が擬似相関で

ある可能性も低いことが示されたといえる。ただ

し，本研究で統合された，教育番組の視聴量と知

的側面との相関を示す効果サイズは，そのほとん

どが未就学児を対象とした研究から抽出されてい

る。したがって，就学以降の子どもを対象とした

場合でも，教育番組と知的側面との間に正の相関

が検出されるかということは，本研究の結果から

は議論できない。

さらに，本研究では，偏相関係数から算出され

た効果サイズを統合した結果，ニュース・ドキュ

メンタリージャンルの視聴量と知的側面との間の

正の相関が有意であった。教育番組とは対照的に，

ニュース・ドキュメンタリージャンルの視聴量と

知的側面の相関関係を示す効果サイズは，多くが

中高生を対象とした研究から抽出されている。就

学児以上にとってのニュース・ドキュメンタリー

番組は，知的な情報が獲得できるとされており，

未就学児にとっての教育番組と機能面で類似して

いると考えられる (Anderson, Huston, Schmitt,

Linebarger, & Wright, 2001)。本研究の結果は，幼

児にとっての教育番組と同様に，就学児以上に対

してニュース・ドキュメンタリー番組が教育機能

を持っている可能性を示唆している。今後は，因

果関係を推定しうる手段を用いて，こうした可能
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性を検討していくことが望まれる。

以上のように，本研究の結果によって，テレビ

視聴量と知的側面との関連が視聴する番組の内容

によって異なるという従来の主張が裏付けられた。

今後は，各番組ジャンルのどのような形式的，内

容的特徴が，こうした相関関係の差をもたらすの

か，ということを明らかにしていく必要があると

考えられる。
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Amount of Television Program Viewing and Intellectual Aspects of

Personality: A Meta-Analysis on Program Categories
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In this study, meta-analysis was conducted in order to examine how correlations between amount of tele-

vision program viewing and intellectual aspects of personality would change with different program cate-

gories. Correlations obtained from 11 studies were divided into zero-order correlations and partial correla-

tions. These correlations were then integrated for each program category. We found that the amount of view-

ing of news/documentary programs and educational programs each indicated a positive correlation with in-

tellectual aspects. On the other hand, the amount of viewing of animation, drama, sports and violent pro-

grams each had a negative correlation with intellectual aspects. The results therefore suggested that taking

program categories into consideration was important when discussing the relationship between television

viewing and intellectual aspects of personality.
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